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一ごみの減量「L字型パターン」－前者の轍を踏むな－、

先頃､多摩地域では、ごみ関連で「L」字型パターンという言葉があることを知った。

20にのぼる多摩地域の自治体が、ごみ減量の切り札として有料化を導入したが、直後

はごみ量が劇的に減少したものの、その後は横這い、棒グラフ化すると共通してアルフ

ァベットの「L」字型になっていることを自瑚的に言うようである。

有料化はこのパターンをもたらす危険性を、私たちは有料化反対運動を通じて、言及

し続けてきた。

藤沢市が有料化の先進モデルとして引用してきた日野市は､同時にL字型パターンの

良い見本となっており、同市のホームページににも堂々と掲載されている。

藤沢市がこの程発表した有料化導入後6ケ月間(2007年10月～2008年3

月)の家庭ごみ収集量は、前年同期比21．4％、不燃ごみは同じく48．5％の減少

で、合算すると前年比25．1％の減少。

一方資源物はわずか2．8％の増加。上記の3分類を合わせた家庭系排出量は前年比

17．2％の減量である。再び日野市を例に引くと導入後1ヶ年の可燃・不燃の合算は

前年の51％減、家庭系排出量は34．3％である。

藤沢市では早くから行政・協力事業者・住民の協働による分別収集がすすみ、他市の

ように劇的な減少など期待できない。また、2010年の減量目標値は3者協働の強化

により、有料化しなくとも達成できることを私たちは唱えてきたが無視されている。

ごみ有料化の推進者で著名な東洋大学山谷教授も､先般あるセミナーでL字型パター

ンの存在を認め､その対策は減量対策の多角化を図ることとされたほかは多くを語られ

なかった。7年遅れで同じコースに立った藤沢市が如何に多摩諸市の轍を踏まないで目

標値まで完走するか、刮目して待つ。 （村上清記）
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